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大学一般体育のテニス授業受講学生のスキル向上について
山口 立雄
大学の体育一般実技科目のテニスコースを選択した学生を対象に,授業開始週と授業最終
週に同一のスキルテストを実施し,基本技術の中のサービスとグラウンドストロークのスキ
ル向上の実態を明らかにしようとした｡週1回180分の授業を15週実施した結果,テス トの
平均得点は約 3割増加 し,テニス授業受講によりテニススキルが向上すると考えられた｡中
でも,スキル向上が明確認められたのはオーバーハンドサーブであった｡
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l.目的
大学の体育実技授業には幾つかの目標が設定され
ているl)｡そのなかの一つに,選択 したスポーツの
スキルの向上がある｡スポーツにおけるスキルの向
上はスポーツの楽 しさを倍加する要因でもあるの
で,授業を通じて履修者のスキルの向上を図ること
は重要な課題の一つである｡
本研究では,半期間のテニスコース授業を受講す
ることにより,どのような技能向上がみられるのか
を明らかにすることを目的とした｡
Il.方法
1.対象授業について
対象授業は,岡山県内K大学の体育一般実技科目
スポーツ実習テニスとして2008年度前期に開講さ
れた授業とした｡この授業は 1コマ90分の授業が
10分の休憩を挟んで2コマ続きで,開始が9:10,
終了が12:20であった｡授業は週 1回,15週あり
2008年4月から同年7月の間に実施された (表1参
照)｡受講学生は男子15人,女子3人の合計18人で
あった｡授業担当は (財)日本体育協会公認のテニ
ス上級指導員資格をする教員 (筆者) 1人であった｡
2.テニススキルの評価とスキルテス ト
テニススキルの向上の実態を明らかにするため,
授業期間の最初と終了時に同一のスキルテス トを実
施し,両者の得点を比較した｡スキルテストは,塞
本技術の中のサービスとグランドス トロークのスキ
ルを評価する目的で,類似のスキルテス ト2)を参考
に筆者が考案したもので,内容は以下の如くであっ
た (表 2参照)0
ダブルス用コー トを使用する｡先ず,サーブをア
ンダーハンドでデュースサイド,アドバンテージサ
イドの順に2球ずつ計4球打ち,次にオーバーハン
表 1.授業過程と主な学習内容
授業週数 学習内容
1 スキルテスト,アンダーハンドサーブ,グラウンドストローク
5-7 前回までの復習,スマッシュ,サービスリターン,簡易ゲーム
8-10 基本練習,ダブルスのフォーメーション,単複1次リーグ戦開始
ll-14 基本練習,単戦時の作戦,単複2次リーグ戦開始
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表2.スキルテス トの内容
試技順 試技内容
1 デユースサイドからのアンダーハンドサーブ
2 アドバンテージサイドからのアンダーハンドサーブ
3 デユースサイドからのオーバーハンドサーブ
5 グラウンドストローク フォアハンドで順クロスの返球
7 グラウンドストローク フォアハンドで逆クロスの返球
8 グラウンドストローク バックハンドで順クロスの返球
9 グラウンドストローク バックハンドでストレートの返球
10 グラウンドストローク バックハンドで逆クロスの返球
表3.授業開始前のスキルテス ト得点
サーブ G.ストローク 合計アンダー オーバー フォアハンド バックハンド
平均 1.2 1.3 0.9 0.8 1.l l.l l.1 0.6 1.3 0.6 9.9
S.d. 0.8 0.7 0.8 0.8 0.8 0.6 0.8 0.7 0.8 0.7 4.2
分散 0.7 0.4 0.6 0.6 0.6 0.3 0.6 0.5 0.6 0.5 17.5
各種目2点で合計20点満点｡種目の番号は表1の試技順番号に同じ0
ドサーブを同様に4球打つ｡続いてセンターマーク
から約 1m中に位置 し,反対エンド中央のサービ
スライン後方 1m付近から検者がラケットで出す
ボールをフォアのグラウンドス トロークで6球打ち
返す｡次にバックハンドス トロークで 6球打ち返す｡
この時,各ス トロークは順クロス,ス トレー ト,逆
クロスに2球ずつ打ち分ける｡返球エリアはダブル
ス用コー トをネットに直交するラインで 3分割 し
た｡ライン上にはシングルスポール2本を適当な間
隔で置き,受験者が目標エリアを確認しやすい様に
配慮した｡成功した試技 1回につき1点を与えるの
で満点は20点となる｡
3.結果の分析について
授業前後それぞれのスキルテス トの種 目間の平均
得点の比較分析にはx二乗検定を用いた.授業前後
の平均得点の比較には対のあるt検定を,男女間の
比較については対のないt検定を用いた｡有意水準
は危険率5%未満とした3)｡分析にはエクセル2003
(マイクロソフト社)を用いた｡
ll.結果と考察
受講学生は全員大学 1年生であった｡テニス経験
については,男子現役テニス部員 1人,高校時代に
ソフトテニス部に所属していた男子 2人の他は初心
者であった｡男女差について,授業開始時と授業終
了時のスキルテス トの得点を男女 2群間で比較した
が有意差を認めなかったO経験者も大学入学からテ
ニスを始めたばかりであり,初心者レベルにおいて
は男女差があらわれにくいという判断から,今回は
男女を一群として処理した｡
全員がスポーツ系の部に所属しており運動能力が
高い集団であると推測された｡
1.授業開始時のスキルテス ト得点について
第 1週目に実施したスキルテス トの結果を表3と
図 1に示した｡
平均点は9.9点であったo試験種 目別にみると,
最高点はア ドバンテージサイドからのアンダーハン
ドサーブとグラウンドス トロークバックハンドによ
るス トレー トの返球が同点で1.3点であった｡最低
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表4.授業終了時のスキルテス ト得点
アンダー1.Du2.Ad オーバー フォアハンド バックハンド 合計
平均 1.5 1.6 1.6 1.5 1,3 1,3 1.3 0.8 0.9 0.8 12.85 8 6 35S.d. 07 05 05 07 0.7 0.7 06
各種目2点で合計20点満点｡種目の番号は表1の試技順番号に同じ｡
点はグラウンドストロークバックハンドによる順ク
ロスの返球で0.6点であった｡しかし,x二乗検定
の結果,種目間の平均得点に有意差は認められなか
ったO
技術別にみると,先ず,サーブではオーバーハン
ドサーブの得点がアンダーハンドサーブの得点と比
較して低い傾向を示しており,また,グラウンドス
トロークにおいてフォアハンドに比べてバックハン
ドの成績が低い傾向示している｡このことは初心者
に観察される順当な結果であった｡
2.授業終了時のスキルテス ト得点について
授業最終週の第15週目に実施したスキルテス ト
の結果を表4と図1に示した｡
平均点は12.8点であった｡試験種目別にみると,
最高点はアドバンテージサイドからのアンダーハン
ドサーブとデュースサイドからのオーバーサーブで
1.6点であった｡最低点はグラウンドストロークバ
ックハンドによる順クロスと逆クロスの返球で0.8
点であった｡しかし,x二乗検定の結果,種目間の
平均得点に有意差は認められなかった｡
技術別にみると,バックハンド種目以外はすべて
1点以上の成績を示し,基本技術の中でバックハン
ドが不得手である傾向示している｡このことは初心
者に限らず,初級,中級のプレイヤーにも極普通に
観察されることであり,順当な結果といえるであろ
う｡また,サーブのアンダーハンドとオーバーハン
ドの得点がほとんど同様の値を示していることが注
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目される｡これは授業期間を通じて,初心者レベル
のプレイヤーのゲームにおいてはサーブがゲーム時
に多用されること4),かつ,ミスをするとポイント
ロスに直結すること5)を強調して練習に取り組ませ
たことが背景にあると推察される｡また,試技時に
コースや速さを求めず,ただフオルトをしないこと
を強調して要求した為と考えられる｡
3.授業前と終了時のスキルテス ト得点の比較につ
いて
授業前後の比較をすると,平均点で9.9点から
12.8点へと2.9点 (29.3%)増加した｡この差は有意
であった (pく05)｡詳細を検討する為,試験種目毎
に前後の平均得点を比較した結果,オーバーハンド
サーブのデュースサイドとアドバンテージサイドの
2種 目の得点の差が有意と認められた (両者とも
p<.01)｡因みに,前者が0.9点から1.6点へ,後者が
0.8点から1.5点へとそれぞれ約 2倍の増加であっ
た｡従って,授業終了時の得点増にはオーバーヘッ
ドサーブのスキル向上が寄与していると推察され
る｡
IV.まとめ
大学一般体育の半期テニス授業 (90分×2コマ)
の授業において,受講学生18人 (男子15人,女子
3人)を対象に,授業開始と授業終了後に実施した
同一スキルテストの結果,以下のことが明らかにな
った､
1.授業開始時のスキルテストにより,有意差は認
められなかったが,本テストの受験者に以下の如
く,初心者としての一般的傾向が観察できたD即
ち,オーバーヘッドサーブの得点がアンダーハン
ドサーブの得点と比較して低く,また,グラウン
ドストロークにおいてフォアハンドに比べてバッ
クハンドの成績が低い傾向であった｡
2.授業終了時のスキルテストにより,有意差は認
められなかったが,本テストの受験者に以下の如
く,初心者としての一般的傾向が観察できたo即
ち,全ての試験種目の得点が増加するが,相対的
にバックハンドが伸び悩む傾向示であった｡また,
サーブの学習時に留意点を強調することでミス率
を下げ得ることが示唆された｡
3.授業期間終了時の平均得点は増加し,その程度
29.3%であった｡これにより,テニス授業受講に
よりテニスのスキルが向上すると考えられた｡
4.スキル向上の傾向はサーブ,グランドス トロー
クの両者に認められたが,中でも明確に向上した
のはオーバーハンドサーブであった｡
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